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お題 1
・アーカイブによりあげられた成果、期待できる成果

- もしあれば、アーカイブならではの成果
- こういうアーカイブがあれば可能になる、という成果

天文教育は、研究論文の生産性が（意外にも）高い
fp ≡ 査読論文 / 研究発表件数
天文分野で：fp (Science) = 0.23, fp (Education) = 0.21, fp (Outreach) ≃ 0

「天文分野での教育・アウトリーチの成果発表の現状」
富田晃彦、日本地球惑星科学連合2016年大会、発表番号G03-21、2016年5月22日

天文教育研究論文は、アーカイブデータの活用によるものが
（それなりに）多い
「地学教育」2007-2018年に発表の天文教育研究論文33編のうち10編



データアーカイブを
活用した
天文教育の
研究論文の例

天文教育の研究論文が多数掲載
されている、日本地学教育学会の

学会誌「地学教育」から
いくつか紹介
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アーカイブデータ

による例
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「広さ」「量」
で大きな

可能性があるが
「質」が

問題になる可能性





https://paofits.nao.ac.jp/

PAOFITS WG
FITS画像を教育に活用するためのワーキンググループ

データアーカイブの教育研究を支える
教材開発と、実践者間の研修の基盤の例



前史
公開天文台ネットワーク（PAONET） 1990年代半ばより

天文情報処理研究会 1990年代初期より

派生
日本天文学会ジュニアセッションでの研究課題
全国の大学（特に教員養成系）での卒業研究や修士論文
天文・地学・科学教育での実践とその研究論文
学会大会での教員研修プログラム



https://paofits.nao.ac.jp/



https://paofits.nao.ac.jp/Materials/



http://makalii.mtk.nao.ac.jp/
PAOFITS WG 開発教材セット



ISBN: 978-4-769915751



お題 1
・アーカイブによりあげられた成果、期待できる成果

- もしあれば、アーカイブならではの成果
- こういうアーカイブがあれば可能になる、という成果

天文教育は、研究論文の生産性が（意外にも）高い
天文教育研究論文は、アーカイブデータの活用によるものが（それなりに）多い

なぜか
アーカイブデータのセンターがある
データ処理の専門家集団、一次処理のデータ、方法の標準化

SMOKAなど、しっかりしたデータアーカイブがある
PAOFITSなど、教材開発と実践者研修のプラットフォームがある
しかもそこでは、
学校教員、研究者、科学館等、
多方面から集まった共同研究が長期間継続している



お題 2
・アーカイブや公開データに必要とされる要件

- アーカイブが持つべき機能
- 公開データの種類、品質、置かれ方、付随情報など

多くの成果が出ている → 現在のシステムはよくできている
データアーカイブの扱いは訓練が必要だが、
一次処理のデータの準備、その方法の標準化が進んでいる
PAOFITSグループが日本地学教育学会等に出向いての研修会
を持っている

「デジカメ天文学」といった指南書が発行されている
Makaliiの整備が進んでる

それを支えているのは：
教材開発と実践者研修のプラットフォームがある



データアーカイブが、
学校での教育実践（特に高校段階、課題研究、クラブ活動）、
教員養成・教員研修に与える 大きな力

 天文学分野は、このような社会資本を他分野に先駆けて充実させ、研究、
教育、広報普及で大きな基盤となってきた。

 データベースによる学校での教育実践活動として、他に比するものとし
て気象データや地震計データがあるが、質・量・広がりにおいて、天文
分野は他を圧倒している。

 データアーカイブのセンターという基盤を整備されてきた方々に敬意を
表したい。今後もこの基盤が維持発展されることを願っている。

 将来教員（小中高通して）になる学生や研修中の現職学校教員に、天文
分野での、社会の共有財産を共同で作り上げる精神、その作り上げに参
加する方法を伝えている。

 この共同作業に、天文学の研究者、学校教員、科学館職員をはじめ、多
種多様な人々が、訓練を積みつつ、参加している。その訓練の場の自主
運営を含めて、教育におけるデータアーカイブのシステムと考えたい。



PAOFITSを牽引されてきた洞口俊博さんにうかがいました

アーカイブを構築、運用している世界の研究機関のみなさん
に敬意を表したい。

人的リソースの手当は大変だろうが、利用者として非常に助
けられた。データに詳しい方と共同して仕事ができ、適切な
アドバイスを受けることができた。

一次処理済のデータの利用などのサポートで、助けられたこ
とがあった。一次処理済のデータについて、パイプラインの
用意が大変だろうが、ほどほどの品質で十分な利用者も多い
だろうから、あれば大きく利用の裾野が広がるだろう。
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